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　本堂に金箔仕上げの本尊聖観音菩薩像（木造）
が安置され、向かって右側に在原業平の立像（木
造）、左側には阿保親王像（業平の父）と伊都内親
王像（業平の母）が安置されています。
　また、４月下旬から５月中旬ごろまで、かきつば
たの群生をみることができます。

　平安の頃、この付近一帯は低地になっていて、
逢妻川の乱流の洲であった伝えられています。
ここには松があり、かきつばたが咲き乱れていま
した。
　業平は東国へ下る途中、足をここにとどめて、
花を観賞し、都を偲ばれたそうです。

　業平の菩提を弔うための「業平塚」が築かれ
た折、その塚を守る人のお堂として創建された
と伝えられています。
　一時途絶えたこともありましたが、文化６年

（１８０９）に方厳和尚により再建されました。

　業平が逝去され、大和石上の在原寺に葬られ
ました。その遺骨をこの地に葬り、そばに草庵を
建て菩提を弔ったとされています。
　塚は室町時代初期のものとされています。
また、地名にちなんで「五輪の塔」として親しま
れています。

　八橋のかきつばたは、平安の歌人”在原業平”
が、「からころも　きつつなれにし　つましあれば
はるばるきぬる　たびぞしぞおもふ」と、句頭に

「かきつばた」の５文字をいれて詠んだように、
伊勢物語の昔から知られるかきつばたの名勝地
です。
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  来迎寺は、９３１年に山城国宇治の平等院の
僧が開創したとしるされています。３０年に一度
開帳される如意輪観音像が秘仏となっています。
　一里塚は、1604年に徳川家康が江戸日本橋を
起点にして築かせた一里（４ｋｍ）ごとの道標で
道の両側に作られています。

平成26年11月8日（土）開催
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